






















対象にして!知り合ってから l週間後， 2週間後， 4週間後， 3ヶ月後の合計 4回














新設の小学校に入学した 3年生 60名が調査に参加した。調査時期は，第 l回目
(Time 1)が入学後約 2週間，第 2回目 (Time2)が間約 4週間，第 3回目 (Time3) 
が同約 3ヶ月であった。各学級担任の先生が競査を実施した。
掴査内容







ストレス反応 岡安・白地 ・高山(]998)が作成した児童用ストレス症状尺度 (12
項目)を用いた。調査参加者は，各項目によって示されている気持ちゃ体の調子が，
最近の自分にどの程度当てはまるかに基づいて， “ぜんぜんあてはまらない(]




教示文と選択肢を変更したものを用いた。本尺度は， Time 3の時点において l回
のみ実施された。調査参加者は，当核時点における相手との親密性を， “ぜんぜ




間の主効果は，サポート提供において有意傾向を示し (F(2.66)~2.5 1 . p<.1 0). ス
トレス反応において有意 (F(2.44)~5.97. p<.OI)であった。 下位検定の結果，サポ
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Figure 2 サポート提供の推移




に至った群(同 3点または 4点)の 2群に分類して ，親密性地位別の検討も行われ








基づいて，調査対象者を，利得不足 (x豆 1)，互恵状態 (x=O)，利得過剰 (1壬 x)
の 3群に分類した。次に，互恵性を独立変数，ストレス反応を従属変数としたー
要因分散分析を行った (Figure4)。その結果， Time 1および Time3の時点では，
互恵性の主効果は有意でなかった。また， Time 2の時点、では，互恵性の主効果が
有意傾向 (F(2，31)=2.49，p=.10)を示したが，ストレス反応との関係は 2次傾向で












Figure 4 サポ トの互恵性とストレス反応
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